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■「道の駅」の現状（1/2）
・「道の駅」は一般道の休憩施設として、休憩機能や情報発信機能、地域連携機能を有しており、

多くのドライバーが利用している。
・現在、山形県内の「道の駅」は１７駅あり、うち県管理道路沿線の駅は６駅である。

登録駅数
道路管理者 整備手法

直轄管理 県管理 一体型 単独型

青森県 27 9 18 12（11） 15（7）

岩手県 30 10 20 18（14） 12（6）

秋田県 30 14 16 22（13） 8（3）

宮城県 12 5 7 5（3） 7（4）

山形県山形県 1717 1111 66 66（（33）） 1111（（33））

福島県 28 7 21 16（10） 12（11）

計 144 56 86 78（53） 64（24）

・道路管理者と市町村長等で整備する「一体型」と
市町村で全て整備を行う「単独型」の二種類

◆整備手法

▼「道の駅」の機能

休憩機能休憩機能
駐車場･トイレ

（24H）

情報発信機能情報発信機能
道路・観光情報、
緊急医療情報など

地域連携機能地域連携機能
文化共用施設、

観光ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設

・全国1030駅、東北144駅、山形17駅
※全国平均22駅、東北平均24駅に比べ、数が少ない

（ ）県管理道路沿線の駅

◆登録状況

▼東北各県の登録状況(H26.4.4現在)

出典：山形県資料
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■「道の駅」の現状（2/2）
・山形県内の市町村においては、各地域で「道の駅」設置に向けた動きが進められており、特に無料

の高速道路の休憩施設として、ＩＣ周辺における整備が期待されている。

◆県内の市町村の動き

道の駅
金山・真室川・新庄

道の駅鼠ヶ関

道の駅鳥海（新）

道の駅
むらやま（新）

道の駅米沢

▼高速IC周辺の「道の駅」構想

置賜地域

○米沢市（道の駅基本構想検討委員会）
・高速道路の休憩施設を兼ねる「道の駅」を、米沢中央ＩＣ周辺

に設置

庄内地域

○鶴岡市・遊佐町
・鶴岡市が南の玄関口、鼠ヶ関ＩＣ周辺に地域活性化施設を構想
・遊佐町が遊佐鳥海ＩＣ周辺にパーキングエリアタウンを構想

最上地域

○金山町・真室川町・新庄市
・秋田県境区間の高速道路の開通を機とした地域振興施設整備を

構想

村山地域

○村山市
・東北中央道村山ＩＣ付近に休憩施設を構想

出典：山形県資料
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■国等の新たな動き（1/3）
・国土交通省は、平成26年6月に高速道路（無料区間）の休憩施設として「道の駅」の設置を認める

方針を示している。
・山形県内には多くの高速道路（無料区間）があり、今後も整備が予定されていることから、このよ

うな役割を持った「道の駅」の設置が期待される。

出典：国土交通省
第１２回国土幹線道路部会資料
（H26.6.25）
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■国等の新たな動き（2/3）
・国土交通省では、「道の駅」を経済の好循環を地方に行き渡らせる成長戦略の強力なツールと位置

づけ、関係機関と連携して特に優れた取組を選定し、重点的に応援する取組を実施していくことと
しており、平成27年１月に重点「道の駅」の選定結果を公表した。

◆重点「道の駅」制度の概要
・全国各地で「道の駅」を地域活性化の拠点とする

取組が進展している。
・この動きを応援するため、国土交通省では、重点

「道の駅」制度を創設し、優れた「道の駅」を
関係機関と連携して重点支援する取組を実施する。

◆重点「道の駅」に想定される機能

◆選定結果

出典：国土交通省資料

選定数
全6箇所

選定数
全35箇所

選定数
全49箇所

地域の元気を創る地域の元気を創る 地域センター型地域センター型

・地域の産業振興
地方特産品のブランド化、6次産業化 等

・地域福祉の向上
診療所、役場機能、高齢者住宅 等

・高度な防災機能
広域支援の後方支援拠点、防災教育 等

地域外から活力を呼ぶ地域外から活力を呼ぶ ゲートウェイ型ゲートウェイ型

・地域の観光総合窓口機能
地域全体の観光案内、宿泊予約窓口 等

・インバウンド観光の促進
外国人案内所、免税店、無料公衆無線LAN、海外対応ATM 等

・地方移住等の促進
地方移住のワンストップ窓口、ふるさと納税の情報提供 等

地域活性化の拠点として、特に優れた機能を
継続的に発揮していると認められるもの。

全国的なモデルとして成果を広く周知すると
ともに、さらなる機能発揮を重点支援。

地域活性化の拠点となる優れた企画があり、
今後の重点支援で効果的な取組が期待できるもの。

取組を広く周知するとともに、取組の実現に
向けて、関係機関が連携し、重点支援。

地域活性化の拠点となる企画の具体化に向け、
地域での意欲的な取組が期待できるもの

関係機関が連携し、企画検討等を支援。
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■国等の新たな動き（3/3）

出典：全国「道の駅」連絡会 記者発表資料（H27.3.3）

将来の地域活性化の担い手となる人材育成・確保、「道の駅」の地域活性化拠点としての進化を目
指し、「道の駅」と大学との交流・連携が進められており、若者の就労体験や地域との交流の場とし
て「道の駅」が提供されるとともに、若者ならではの視点を活かした企画立案や実行力、新たな発見
が期待されている。
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■山形県内の重点「道の駅」
・山形県内においては平成29年度に新規設置が予定されている「道の駅（仮称）よねざわ」が

重点「道の駅」に選定された。
・山形県広域観光のゲートウェイとなる観光総合窓口設置を主な特長としてＰＲしている。

出典：国土交通省資料



①道の駅の概要
・平成２９年度の東北中央道（福島JCT～米沢北IC）

の開通にあわせ、（仮称）米沢中央IC付近に無料
高速のSA・PAの代替施設として整備。

・H27.1に国が重点「道の駅」に指定しており、
地域創生拠点として「ゲートウェイ型」道の駅
整備を進める。

②来年度の実施内容
（１）駐車場・総合案内所（情報提供装置）・

トイレに係る調査設計、埋蔵文化財調査を実施

（２）総合案内所における情報提供方法や提供内容
等に関する具体的な検討を実施
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■県の来年度の取組み

▼「道の駅（仮称）よねざわ」の位置図

・山形県においては重点「道の駅」に選定された「道の駅（仮称）よねざわ」の整備に向けた準備、
新たな「道の駅」の指針や既存「道の駅」活性化のための構想策定を予定。

①構想の概要
・道の駅に求められるサービス、新たな道の駅の整備方針、既存の道の駅の共存と連携のあり方等を

取りまとめる。

②来年度の実施内容
（１）観光交通状況等の調査・分析
（２）「道の駅」の構想（ビジョン）の策定

事業箇所

庄 内

最 上

村 ⼭

置 賜

事業
箇所

出典：山形県資料

◆「道の駅」の構想策定

◆「道の駅（仮称）よねざわ」の整備に向けた準備
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■「道の駅」構想（ビジョン）の骨格
・「道の駅」構想（ビジョン）は、４つの骨格を軸にした策定を予定している。

◆「道の駅」構想（ビジョン）の骨格

①「道の駅」に求められるサービス①「道の駅」に求められるサービス

・24時間利用可能な駐車場、トイレ【休憩機能】
・道路情報、地域の観光情報、緊急医療情報等の提供【情報発信機能】
・産直施設、文化教養施設、観光レクリエーション施設【地域連携機能】 等

②新たな「道の駅」の整備方針②新たな「道の駅」の整備方針

・「道の駅」機能の多様化（観光、防災、福祉等）
・「道の駅」を核とした新たな地域振興施策の策定
・直轄高速（無料高速）の休憩施設を兼ねた「道の駅」の計画的整備推進 等

③既存の「道の駅」との共存、連携のあり方③既存の「道の駅」との共存、連携のあり方

・「道の駅」相互、設置自治体の連携による統一イベント等の実施
・無線LANの整備を行うとともに広域的な地域情報、観光情報を発信
・観光バス・タクシー等と連携した観光ツアー、イベント等の企画立案 等

出典：山形県資料

④国・県・市町村④国・県・市町村 等の役割等の役割
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■「道の駅」構想（ビジョン）策定の準備
・「道の駅」構想（ビジョン）策定にあたり、以下の4つの調査・分析等を行う。

◆ビジョン策定にあたっての実施内容

（1）県内の観光交通状況等調査

（2）県内での既存道の駅の駐車台数、利用者数、売り上げ、取扱い

品目などの比較関連分析

（4）アドバイザー等を交えた駅長会議の開催（サービス、商品等の企画）

（3）県外の先進的な道の駅の事例調査

出典：山形県資料
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■ ご意見を頂戴したいこと

④魅力的な「道の駅」、利用しやすい「道の駅」とはどのようなものか

③施設の内容はどのようなものがよいか
・清潔でバリアフリーの機能を持ったトイレ
・道路や地域の情報が分かりやすく提供
・休憩施設が広く、テーブルや椅子が多い
・レストランで地域特有のメニューがある
・直売所・売店で地元産品を多く販売している 等

②どのような「道の駅」を設置すればよいか
・各施設が適切にゆったりと配置されている
・駐車場が広く停めやすい
・駐車場から施設への距離が近い
・トイレが広く使いやすい 等

①どんな場所にあるのが望ましいか（便利だと感じたか）
・交通量が多い道路に面した場所
・周辺に他の観光施設がある場所（ない場所）
・「道の駅」が近くにない場所 等

（想定される例）
交通量が多い道路に
面していれば
休憩する人も多いのでは･･･

（想定される例）
トイレが広いと
休憩で使いやすいのでは･･･

（想定される例）
地元産品が
充実していれば
買物客が
増えるのでは･･･

「道の駅」を普段利用して感じていること、こういう施設があるとよい（あって良かった）、
こういうところが物足りなかった、等、率直なご意見を頂戴できればと考えております。


